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ミブヨモギの菌核病に関ナる研究

栃内

杉本

吉 彦

哉手リ

Studies on the sclerotial disease of Artemis旬 mar似慨。 L.

By 

Yoshihiko TOCHINAI 

Toshiya SUGIMOTO 

1.緒 冒

駆虫薬サントニンの原料となる持周作物ミプヨモギ

くArtemisiamaritimαL.)は日本新薬株式会社によっ

て昭和2年に東欧より輸入栽培され，今日に及んでい

る。

本植物は，外国では主として東ヨーロッパ，特に東

ドイツ，オーストリア， ソ聯ウクライナなと守の比較的

寒冷な地方に野生し，本邦では之を改良して栽培品種

山科2号を作出し，北海道の北見及び空知地方の一

部，東北地方及び長野県の一部に栽培している。本植

物の病害に関しては，栽培範囲が限定されその量も少

い関係上，今まで特に報告されたものはない現状にあ

るo

昭和 16年頃から本植物栽培地の中，本道の北見，

空知の一部に菌核菌による病害の発生が問題となった

が病原菌の種類などに関しては未詳のままで今日に至

った。筆者等は日本新薬の依頼により，昨昭和 31年

4月北見地区を調査したが，その被害がそうとう著し

く軽視出来ぬことを知ったので，本病菌の種類を決定

し，その生態を明かにする為に次の如き実験を行つ

fこ。

本実験に際しては終始有益な助言を与えられた宇井

終生博士及び教室の各位，並びに採集調査に当って各

種の便宜を計われた日本新薬株式会社札幌支社，同阿

国農民及び同北見事務所の各氏に深い謝意を表するo

11.病徴

本病は例年4月初句融雪と同時にはやくも眼にふれ

*北大農学部植物学教室

る。昨年4月下旬北見市川東，三輪両地区において調

査を行った結果によると， 3年生 (4年生以後は廃耕)

のミプヨモギ苗(山科2号)が特に被害甚大で，甚だ

しい場合は始ど全株が枯死の状態に陥っていた。しか

し2年生の苗は割合に軽症であった。又前年秋(10月

上旬)移植した 1年生首では殆ど発病を認めなかっ

7 事，、」。

地上部の被害状態をみるに，新葉は黄褐色となっ

て，凋萎，枯死し(図版 A)，処々に直径 3mm前後

の黒色，類球形の菌核を形成しているのが認められる

(図版 B)o更に地際部及び地下部をみると根毛は殆ど

なくなり，主根部の処々の表皮下にやや大形の不正形

の菌核が木質部を回線して形成され(図版 C)，維管

束系の組織は崩壊して繊維状を呈する。時にその挺病

部に白色又はやや青色或いは黄褐色を帯びた綿状の菌

糸が観察された。根部の被害は地表に近い部分が甚だ

しく，地際部より1O~20cm 下の根にまで及んでい

る。しかし 5月以降気温上昇に伴い病勢は頓控し，軽

症の株にあっては新葉の伸長をみる様になる。

III.病原菌の形態

ミブヨモギ罷病株上の菌糸は 2.5~4.0μ の rlJ を持

ち，隔膜を有し，叉状に分岐して， ;無色であるが，菌

糸集落は，白色乃至やや青色或いは黄褐色を帯びた色

調を呈する。培養基上に約3週間を経過すると，菌糸

の一部が 5.0~8.0μ の太さに肥大し，細胞膜は著し

く肥厚して褐色となる(第1図)。

分生胞子世代は小型分生子が庶糖加用ミブヨモギ主m
汁寒天培養基上に於て稀に見出された。胞子はJ求形，

無色で直径 3.5μ，担子模はほぼ長洋梨形の形状をな
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し，菌糸の一端より数個，扇形に生じ，その上に胞子

を着生するく第2図)<6)(7)(11)。庶糖加用馬鈴薯主!{汁えて

天培養基及び庶糖力日用菜豆JlH汁寒天培養基上では分生

子は形成されなかった。

子袈盤は BOYLE (1921)ω， JAGGER (1921)(7)他

多数の研究者ωω削聞が行った方法に従い，寄生植

物上に形成された菌核を表面殺菌した後，殺菌した石

英砂又は壌土の表面に極く浅く埋め，湿度を飽和状態

に保って， 2~3 ヶ月の後に 1 菌核より 1~数個宛の子

議盤を発生させることが出来た。子襲盤は最初小形の

漏斗状を呈し次第に椀状から皿状となる c菌柄(Stipe)

は円筒状，下部は納くなる。色は，始め桂肉色乃至黄

褐色を呈し，次第に褐色となるo 菌傘 (Disc)は直径

2.6~5.8 mm，菌柄は直径 1mm前後，長さ約 8mm

である。

』ーーーーーー----J
o ぇ5メム

第 1図 ミプヨモギ菌綾病菌に於ける
馬鈴薯寒天桔養基上の厚股胞子

第 2図 ミプヨモギ尉核州闘に於ける

ミプヨモギ1V!-l汁寒天情養基上

の小型分生胞子

第 3図 ミプヨモギ菌核病菌に於ける

子主主，子主主胞子及び糸状体

子議は極棒状で無色，大いさは 112.6-125.0x 7.0-

7.5/1，平均 118.5x7.3μ，内に8個の子襲胞子を蔵

する(第3図)。稀に糸状体を混生する(第3図〕。

子褒胞子は楕円形又はやや菱形で，無色， 8.3-12.6 

x 3.9-5.0μ，平均 10.Sx4.Sμ の大いさを有する

(第3図〕。

IV.病原菌の堵養諸性質

ミプヨモギ擢病組織及び菌核より常法によって庶糖

力日用馬鈴薯煎汁寒天培養基に分離した本菌を，その発

病時期及び発病状態を考え， OoC， lOoC 及び 2SoC

の各温度に於て他の菌核病菌と対比しながら菌糸の発

育状況を試験した。

。oCに於げる試験を行う為には冬期間土壌表面に
箱を埋め，その上に雪を 1尺くらい覆って(4) 大略

。oCの温度を保持し得た。lOoC及び 2SoCに於げる
温度試験は冷蔵庫及び定湿器を使用した。

培養試験は各供試区共，庶糖加用馬鈴薯J!~，、汁主主天培

養基平面に培養し，各2回宛繰返しその平均値を取っ

fこ。

第1表の立nくooC試験区では SI-2閣は発育せず，

Ss-l i~iは発育遅延し j主不良でおったが， Sk-1 i!fjは他

2 GAiに比し遥かに良好に発育し，凶叢の状態は崎誌

30日迄は疎であったが45日目には密となり主中菌糸
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第 1表各f共試温度に於ける菌核病菌菌糸 号)の地際部附近の土壌に混じ融雪時の3月末迄戸外

発育試験 に置いた。

く各コロ二ーの直径 mm)

菌 株

平ど!7lζ:子三二二一γ
。oc 30 51.0 30.0 O 

45 85.0 。40.0 

oc I : B I 37~ 3 Iごいと
4日 28.0 20.3 67.0 

250C ト--l一一-1一一一一l一一一一
7 52.5 46.9 87.3 

備考 8k-1 ミプヨモギ菌核病菌

8s-1 ク口ーパー菌核病菌 (8clerotinia

trifoliorum) 

81-2 菜豆菌核病蕗 (8.scleroti。問問〉

がよく発達した。 8k-1，8s-1共に菌核を形成したが

その数は少し 1シャーレ当り数個以内に止まった。

大いさは 250Cの培養に於げるよりも大形であった。

81-2菌は培養 4S日を過ぎても全く発育を見なかっ

た。 150C区に於ける蔭l糸発育状態は 8s-1> 81-2 > 

8k-1であって共に空中菌糸が可成り多く認められた。

250C区では 81-2>8k-1>8s-1の順位となり， 81-2 

菌は発育良好で空中菌糸も多かった。

本培養基上に形成される菌核の形状は各温度に於て

3菌株共円形又は楠円形で， 250C区に於ては， 臼-2

菌は培養7日目に形成を始め直径 9cmシャーレの 1

平面培養当り 10~25 個，大いさは 3.2~7.Omm (図

版 D)，8s-1菌， 8kー1 菌は培養 11~13 日目頃から

形成をはじめく図版 E，F)，前者は 1シャーレ当り

1O~20 個で 3.5~8 .4mm，後者は 1シャーレ当り

40~65 個で 1.9~4.3mm の大いさを示した。Ilfl ち

形成数では 8k-1>Sト2>8sー1，菌核の大いさでは 8s-

1> SI-2> Sk-lと云う傾向が認められた。

v.病原性

本菌の病原性を確めるため土壌接種試験を行った。

按様源としてはミプヨモギの車士燥葉を刺断したもの

に 2~~HE糖iikーをか!えたl前Uふとに 250Cに於て 3週間
域安した菌糸を用いた。

12月上旬根雪前に，この接援iJJ}iを初年白(山科2

第 2表 ミプヨモギに於ける積雪下の

菌核病菌土壌援額試験

接 種 区
対照区

菌 株 8k-1 81-2 

供試苗数 6 6 6 

重症(件)首数 5 O 。
軽症(+)苗数 1 1 O 

健全(一)首数 。 5 。
備考朴凡ての新薬が:I1i;rEナる。

+ 新棄の多〈は湖萎するが，健全なものも
多少認必bれる。

一無病健全。

第2表に示した免lく本的 (Sk-1)はミブヨモギに強

い病原性を有し，積雪下に於て烈しく苗を侵し融雪a寺
には葉は黄褐色となって枯死して，その上に白色或い

は少しく青色もしくは黄褐色をi苦びた綿状の空中菌糸

を生じ，健全莱は全く認められない。しかし 81-2菌

は殆と寺病原性を示さず， i共試苗は概ね健全な状態で残

り対照区と変りがなかった。

次に本菌の他の植物に対する病原性を試験するため

に，土壌温度 200Cにおいて，チシャ，春菊，菜豆の

第 3表常温下に於ける 2，3の植物に対する

菌核病菌土援接極試験

弘司L11J?一一
菜 土 +t十豆

春 菊 + +十

チシヤ H
Y
 * 

備考発病桂皮借金供試植物が発病して枯死状

惑となったもの。

4十供試植物が侵害を家り，その
茎葉上に菌糸旬旬上品がみられる状態。

十 主として接地した下棄が犯さ

れ，多少の空中蘭糸の発達もみられる状態。

土 下棄が槌色してν、るけれども

生ql菌糸の発達は殆ど認められない状態。

一無病健全。
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首に土壌接種を行った。土壌湿度，地表湿度は飽和状

態に保った。

第3表に示したように常温200Cに於ては， Sl-2 i!ti 

は菜豆，春菊，チシャには強い病原性を示し， ミプヨ

モギをも軽度に犯した。 Sk-l菌は 200Cに於ては各

供試植物に典型的な病徴を呈せしめなかったが， ミブ

ヨモギ及びチシャに対する病原性は明かに認められ

fこ。

VI.病原菌の分類

本菌は既述の如き菌核，子裂盤，子議及び子主主z胞子

の形態等により Helotiaceae科，Sclerotinia属に属

することは明かである。

ミブヨモギを犯す Sclerotinia属の菌としては，寄

主範囲の広い Sclerotinia sclerotiorum (LIB.) D 

BY.，(3)([5) S. trifoliorum ERIKS.，OO) S. minor 

}AGGER.，(7) S. sativa DRAYT. et GROVES(川等が考

えられる。本邦では S.sclerotiorumは菊科，十字花

科，豆科共の他種々の植物を犯し (2)([5) S. minor， 

S. trifoliorumも各種の畑作物を侵害するが， ミブヨ

壬ギ菌核病菌は土壌温度 OO~20C というような融雪

時の低温下に地上部及び地下部を犯す特異な生理的性

質に於て又菌核の形状から考えても前記3種の菌核病

菌とは別種のものであろうと思われる。

RAMSEY (1924)([1lは人参及び Salsify(Tragopo圃

gon porrifolius L.)の根より S.sclerotiorumや S.

mznorとは異る菌核病菌を分離し，これをS.問 ter-

media RAMSEYと命名したが， ミブヨモギ菌核病菌

は多くの点に於てこの菌に酷似する。

本菌の寄主植物上に発達する菌糸群叢は豆類菌核病

(S. sclerotiorum)におけるが如く白色綿状の椴密な

菌叢と異り，割合に疎であって，主として白色綿糸状

であるが時に帯青色或は帯責褐色の色調を呈する。概

して RAMSEY(1924)(JJ)の記載と一致する。

子襲盤の形状及び大し、さは大体 RAMSEYの記載と

一致して多少小形の傾きがある。

子襲及び子誕胞子の大いさは，子襲 118.5X7.3μ，

匂子婆胞子 10.5x4.5μ であって S.sclerotiorum及

び S.trifoliorumより小形であり， RAMSEy([1)の菌

の子要は 121.6-131.4x 7.2-7.7μ，平均 127.Ox 7.5μ， 

子安胞子は 10.4-15.2x 3 .8-5.7μ，平均12.7X4.9μ

であって本的よりも多少大きいが大差はなし、。 PURDY

(1955)(10)などは S.intermediaのみならず S.scle-

rotiorum， S. trifoliorumに於ても，各研究者にょっ

て計測値が臭るところからこれらを一括して S.scle-

rotiorumに統合すべき事を主張しているほどである。

ミブヨモギ菌核病菌の培養性質については，培養温

度 ooCに於ては S.sclerotiorum及び S.trifoliorum 

よりはるかに良好な発育を示すが， 25
0C では逆に生

育が遅れる。 RAMSEY(1924)く1925)(12)も 5
0
"'30C

では本菌が S.sclerotiorum， (1)(13) S. minorより 2

倍も速く生育し，又一0.50~OoC で本菌の侵入が急

速に進む事を報じている。

閣核の形成は培養温度により多少異り， 25
0Cで形

成される菌核は直径1.9-4.3mmの大いさを有して

黒色を呈し，時に数個の菌核がチェーン状につながる

事がある。低温で培養した場合は菌核が大形となる傾

きがあり，この事は RAMSEy(1)及び CHIVE聞

く1929)ω も報告している。

本立1の病原性は特異であって，好んで寒冷な冬期間

に積雪下でミプヨモギに接種をおこして発病させる。

本病の発生地は融雪時が 4月上句であって，気温は

1 o~20C ， 3月下句の夜雪下地表温度は OoC前後で湿

度は 100μ に近し、。かくの如き環境条件が本菌の生

育及び寄主植物侵害に最適であるように忠われる。本

菌はミプヨモギのほかチシャ及び春菊にも或る程度の

病原性を示す事は RAMSEY及び PURDYによっても

報ぜられている。

以上の実験及び考察の結果からミプヨモギ菌核病の

病原菌は Sclerotiniaintermedia RAMSEY 或いは

RURDY (1955) のいう Sclerotinω sclerotiorum 

(LIB.) D By.の Intermedia系であると考える。

VII.摘要

1. 北海道に於けるミプヨモギの栽培地，北見，空

知地方の一部に昭和 16年頃から発生をみている菌核

病について，病原菌の種類を明かにする為に 2，3の

実験観察を試みた。

2. 本病は融雪時に発生するが，特に3年生の苗が

著しく犯され，新築は凋萎枯死して，被害植物体上に

小球状の菌核を形成する。 i也際部及び地下部の被害が

著しく，維管京系組織は繊維状に崩壊し，その木質部

の表面の処々に不正形の一的核が形成される。

3. 本菌は，庶魔力日用馬鈴薯煎汁寒天培養基上に於

て OoC前後では S.sclerotiorumや S.trifoliorum 

より凶糸の発育は良好であるが， 250Cでは逆になる。

培養基仁に形成される菌核の大いさは S.trifoliorum 

のものが最も大きく S.sclerotiorumがこれにつぎ，



図版

A. ミアヨモギi有核病被害株

B. i~'f株の地上郊被害状態(矢|引は前核)

C. 持株の地下部被害;/;Ji:1l~ (矢印は的核)

D. 菜]豆ヨ 昔前守1核安必病1百蹴'1(Scle肘rotμin削1‘αscle肘7仰Oωt1叩or門印u仰4付川捌11附?ηz) のl灼j

寺葵安のコ口ニ一

E. ミプヨモギ菌核病院 (S目 intermedia)の同情義;Jjl;上 25"C1 ヶ月 fì~i義のコ口ユー

F. 赤クロ{ノぐー菌核病菌くS.trifoliorum)のjPJi六養築上 250C(こ11日明養のコ口ユー
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本閣のものが最/J、である。 1平市培養当りの菌核の形

成数は本闘が長も多く， S. sclerotiorumこれに次ぎ，

S. trifoliorumが最も少い。

4. 本菌のミブヨモギtaに対する病原性は夜宮 Fに

於ける土壌接種試験では顕著に認められた。しかし常

温に於ける接種試験では殆ど発病を認めなかった。チ

シャ及び春菊に対する多少の病原性は認められた。

5. 本菌は，その寄主を侵害する状況，菌核及び子

葉盤の形態，子嚢及び子褒胞子の大いさ，培養性質等

からみて Sclerotiniaintermedia RAMSEYの1系統と

考えられる。本病をミプヨモギ菌核病と命名する。
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Resum岳

1 . The writers reported a sclerotial disease 

of Artemisia maritima L. being prevalent in 

the province of Kitami and Sorachi in Hok-

kaido. 

2. The disease ravages at the early spring 

immediately after the thaw of snows especially 

on the third year sprouts. The young leaves 

become wilted and blighted， on which sooty 
black colored， small， spherical-shaped sclerotia 
are formed numerously. The tissues of 

vascular system of' the basal parts of stems 

and the crown of roots are attacked severely 

and disintegrated to fibrous tangles under 

which irregular-shaped well developed scle-

rotia are formed attacked to the xylem. 

3. At low temperature approximately OoC 

the fungus grows better and faster on potato-

sucrose agar medium than Sclerotinia sclero-

tiorum and S. trifoliorum. But， at the 
temperature of 250C the latter two species 

develope better than the former. The 

measurements of sclerotia of these three fungi 

on this medium are as follows: S. trifoliorum 

> S. sclerotiorum > S. intermedia. On the 
contrary， the numbers of sclerotia formed on 
every culture are S. trifoliorum < S. sclero-
tiorumく S.intermedia. 

4. In the soil inoculation experiments at 

low temperature under snow covering the 

pathogenicity of the fungus to the A. maritima 

plants was observed obviously， and the young 

sprouts， the crowns and roots were attacked 

remarkably. At a high temperature of appro-

ximately 20oC， the fungus did not affect the 
Artemisia plants， but slight symptoms were 
observed on stems and leaves of lettuce plants 

and Chrysanthemum coronarium L. 

5. The morphological characters of the 

sclerotia and apothecia， mesurements of asci 
and ascospores， and the cultural characteristics 
generally coincide with the descriptions given 

by G. B. RAMSEY of Sclerotinia intermedia 

in 1924. 

6. The writers newly call the present 

disease under question as the Sclerotial disease 

of Mibu・yomogi(Artemisia maritima L.) and 

identify the causal fungus to Sclerotinia inter-

media RAMSEY. 


